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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）少なくとも１種のポリイソシアネートを、
（ｂ）少なくとも２個のヒドロキシル基を有すると共に４００～１０，０００の範囲の平
　　　均分子量を有する１種もしくはそれ以上のポリエステルポリオール、
（ｃ）少なくとも２個のヒドロキシル基を有すると共に３０重量％より大のエトキシル化
　　　度を有する１種もしくはそれ以上のエトキシル化ポリエーテルポリオール、
および必要に応じ
（ｄ）少なくとも２個の活性水素原子を有すると共に３２～４００未満の範囲の平均分子
　　　量を有する１種もしくはそれ以上の化合物と、
（ｅ）１種もしくはそれ以上の触媒、水および／または発泡剤
の存在下に、ワンショット法により反応させることからなり、ポリエステルポリオールは
アジピン酸、ジエチレングリコール、トリメチロールプロパン、グリセリンおよびその混
合物に基づくポリエステルポリオールであり、エトキシル化ポリエーテルポリオールを成
分（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の合計重量に対し２～８０重量％の量にて存在させること
を特徴とする親水性ポリエステル－ポリウレタンフォームの製造方法。
【請求項２】
　エトキシル化ポリエーテルポリオールが２～６の範囲の官能価を有する請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
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　エトキシル化ポリエーテルポリオールが５０～９５重量％のエトキシル化度を有する請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法により製造された２０～８０kg/m３の密度を有する親水性ポリエ
ステル－ポリウレタンフォーム。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法により製造された２０～８０kg/m３の密度を有する親水性ポリエ
ステル－ポリウレタンフォームを含む水分吸収性材料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は親水性ポリエステルフォーム、その製造方法、並びにたとえば家庭用、衛生用お
よび／または自動車用セクターにおける水分吸収性材料としてのその使用に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
　スラブ材フォーム製造に最も広く用いられる産業的方法である１段階（「ワンショット
」）法によるポリエーテル－ポリウレタン（ＰＵＲ）もしくはポリエステルＰＵＲ軟質フ
ォームの製造においては、これらフォームがかなりの量の連続気泡を含む場合にも不充分
な親水性しか示さないようなフォームが生成される。
　この点に関し、慣用のスラブ材フォームのかなり疎水性の特性を改変して、これらを一
層親水性にするという試みには事欠かない。この種の試みは、たとえばフォームマトリッ
クスの後処理またはたとえばＤＥ－Ａ２，２０７，３５６号に記載されたような湿潤剤も
しくはイオン性界面活性剤のジョイント発泡を包含する。
　親水特性を向上させるべく高価かつ複雑なフォーム後処理を行う代わりに、同様に親水
性を主としてそれ自体親水性の添加剤の「ワンショット」法によるジョイント発泡により
向上させる試みもなされている。この種の添加剤はたとえばセルロースエステル、メチル
セルロース、カルボキシメチル－およびヒドロキシエチル－セルロースなどのセルロース
誘導体、並びにアミノ酸誘導体およびスルホン酸誘導体、ベタイン、ラクトン、並びにグ
リコールもしくは関連出発物質のエトキシル化生成物を包含する。これらは、たとえばＤ
Ｅ－Ａ－２，２０７，３６１号、並びに米国特許第３，４１３，２４５号および第３，８
０６，４７４号に記載されている。
【０００３】
　多価アルコールのプロポキシル化およびエトキシル化生成物が、ポリエーテル－ＰＵＲ
軟質フォームの製造に適する出発物質である。これらポリエーテル－ＰＵＲは、一般にポ
リエーテルポリオール（一般に、軟質フォーム用途のための三官能性化合物）と称される
、これら原料を水（発泡反応のため）と特殊なポリエーテルポリシロキサンと他の補助物
質との存在下にジイソシアネートと反応させて製造することができる。上記の意味で慣用
のポリエーテルポリオール（標準的ポリオール）は基本的に、三官能性出発物質のプロポ
キシル化生成物をポリオールにおける少量（０～２０％）のエトキシル化生成物と一緒に
含有する。
　高度（すなわち約３０％より大）のエトキシル化度を有するポリオーテルポリオールは
、しばしば標準的ポリオールとはもはや混和しえない特殊なポリオールである。これら特
殊なポリエーテルポリオールは一般に発泡を困難にし、これは特にエトキシル化度の増大
および少なくともその顕著な反応性の増大によるものである。
　たとえばポリオールＶＰ ＰＵ ４１ＷＢ０１（バイエルＡＧ）のような約５０～９８重
量％の高いエトキシル化度を有するポリエーテルポリオールは、ポリエーテルフォームを
生成させるために、標準的ポリエーテルポリオールに対し厳密に制限された量的比におい
てのみ反応させることができる。その結果、これらはマトリックスの軟化をもたらすと共
に、いわゆる超軟質フォームを形成する。
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【０００４】
純粋な酸化エチレンポリマーの添加も可能であるが（たとえばヘキストＡＧのＰＥＧ２０
０～ＰＥＧ６００）、標準的ポリエーテルポリオールの約２～１５％の実質的に減少した
比率を有する。同様に、これらは得られるポリエーテルフォームマトリックスの顕著な軟
化をもたらす。
同様に、標準的ポリエーテルポリオールと混合したポリエーテルジオールのジョイント発
泡も、たとえばＢＥ－Ａ　７０７，４１２号に記載されている。この開示によれば、製品
ＰＥＧ６００～ＰＥＧ２０００（ヘキストＡＧ）の範囲における種々の分子量を有する所
定のポリオキシエチレングリコールを別の段階でプロポキシル化して、得られるポリエー
テルジオールの反応性を標準的ポリエーテルポリオールでの発泡に適合する範囲にする。
ここで用いる「標準的ポリエーテルポリオール」とは、エトキシル化に基づく第一ＯＨ末
端基でなくプロポキシル化に基づく第二ＯＨ末端基を有するようなポリエーテルポリオー
ルである。
純粋なポリオキシエチレングリコールまたは少なくとも高度のエトキシル化度および高度
の第一ＯＨ末端基の比率を有するポリオール（たとえばＶＰ　ＰＵ４１ＷＢ０１、ＶＰ　
ＰＵ　３１７０（両者ともバイエルＡＧからの製品）またはボラノール１４２１（ダウ・
ケミカル社）の、標準的ポリエーテルポリオールとの混合なしのエーテル処方物による「
ワンショット」法での直接的発泡は従来可能でなかった。この理由の１つは、このような
高エトキシル化ポリオールの反応性がもはや制御しえないからである。
【０００５】
　慣用のプラントにおける純ポリオキシエチレングリコールの発泡は、プレポリマー化の
中間工程を介してしか従来可能でなかった。さらに、特殊なプレポリマーの製品群（たと
えばＷ．Ｒ．グレース・リミテッドにより製造されるハイポールポリマー）も各種の用途
につき特殊な製品範囲として存在するが、相応の処理技術的欠点を伴う。
　比較的高い密度（＞５０ｋｇ／ｍ3 ）の親水性調整されたポリエステル－ＰＵＲフォー
ムの製造がたとえば米国特許第３，８０６，４７４号に記載されている。これらポリエス
テル－ＰＵＲフォームは慣用のエステル処方にて５００～２０００の分子量範囲における
プレポリマー化ポリオキシエチレンジオールを、乳化および安定化目的の特殊な表面活性
剤と共に含む。
　ポリエステル－ＰＵＲフォームは好ましくは家庭用スポンジとして使用される。何故な
ら、そのスポンジ構造および取扱特性が顕著に良好であると共に、同類のポリエーテル－
ＰＵＲフォームの場合よりも天然スポンジの性質に一層容易に類似しうるからである。さ
らにポリエステル－ＰＵＲフォームは、同じ密度のポリエーテル－ＰＵＲフォームと比較
して、引張強さおよび破断点伸びに関し優秀な性質を有する。これらのような性質は、家
庭用スポンジおよび関連用途としての使用にとって重要である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　したがって本発明の課題は、親水性ポリエステル－ＰＵＲフォームを、「ワンショット
」法によりプロポキシル化もしくはプレポリマー化ポリオキシエチレンジオール成分の使
用なしにかつ特殊な乳化剤の添加なしに製造しうる方法を提供することにある。
　驚くべきことに前記課題は、ポリエステル－ＰＵＲフォームの性質を有する親水性ＰＵ
Ｒフォームを、３０重量％より高いエトキシル化度を有する市販入手しうる高エトキシル
化ポリエーテルポリオールと慣用のポリエステルポリオールとの典型的なエステル処方に
より混合して製造する方法により解決される。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　したがって本発明は、
（ａ）１種もしくはそれ以上のポリイソシアネートを、
（ｂ）少なくとも２個のヒドロキシル基を有すると共に４００～１０，０００の範囲の平
　　　均分子量を有する１種もしくはそれ以上のポリエステルポリオール、
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および
（ｃ）少なくとも２個のヒドロキシル基を有すると共に好ましくは２～６の範囲の官能価
　　　を有しかつ３０重量％より大のエトキシル化度を有する１種もしくはそれ以上のエ
　　　トキシル化ポリエーテルポリオール、
および必要に応じ
（ｄ）少なくとも２個の活性水素原子を有すると共に３２～４００未満の範囲の平均分子
　　　量を有する１種もしくはそれ以上の連鎖延長剤および／または架橋剤と、
（ｅ）触媒、水および／または発泡剤、
および必要に応じ
（ｆ）補助物質および／または添加剤
の存在下に、ワンショット法により反応させることからなり、ポリエステルポリオールは
アジピン酸、ジエチレングリコール、トリメチロールプロパン、グリセリンおよびその混
合物に基づくポリエステルポリオールであり、エトキシル化ポリエーテルポリオールを成
分（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の合計重量に対し２～８０重量％の量にて存在させること
を特徴とする親水性ポリエステル－ＰＵＲフォームの製造方法を提供する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　本発明に適するポリエーテルポリオールのエトキシル化度は典型的には３０重量％より
大、好ましくは５０～９５重量％（ポリエーテルポリオールのアルコキシル化の１００重
量％に対し）である。一般的に言えば、トリメチロールプロパンおよび／またはグリセリ
ンから出発したポリエーテルポリオールが本発明の高エトキシル化ポリエーテルポリオー
ルとして使用される。グリセリン出発の高エトキシル化ポリエーテルポリオールを使用す
るのが好適である。
　本発明の方法に必要とされる高エトキシル化ポリエーテルポリオールの量は一般に成分
（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）の合計重量に対し２～８０重量％である。
　発泡反応には、約２～８０％の前記高エトキシル化ポリエーテルポリオール（たとえば
ＶＰ ＰＵ ４１ＷＢ０１（バイエルＡＧからの三官能性ポリエーテルポリオール）が、好
適には慣用のポリエステルポリオールと混合して使用される。
　適するポリエステルポリオールは、２～１２個の炭素原子を有する有機ジカルボン酸と
多価アルコールとから縮合により製造することができる。
【０００９】
　ポリエステルポリオールの製造に適するジカルボン酸の例はたとえばコハク酸、グルタ
ル酸、アジピン酸などの化合物およびそれらの混合物を包含する。対応のジカルボン酸混
合物が好適に使用される。たとえばオルトフタル酸もしくはテレフタル酸のような芳香脂
肪族ジカルボン酸および／またはたとえばマレイン酸およびフマル酸のような不飽和カル
ボン酸も、本発明のポリエステルポリオールを生成するために使用することができる。
　ポリエステルポリオールを製造するためにジカルボン酸の縮合相手として作用する適す
る多価アルコールは、一般に２～１２個の炭素原子を有する多価化合物を包含する。この
点に関し、エチレングリコールから１，６－ヘキサンジオールに至る範囲の二価アルコー
ル（すなわちグリコール）、並びにジエチレングリコールおよびジプロピレングリコール
が特に好適である。少量のグリセリン、トリメチロールプロパンもしくは高官能性同族体
がしばしば上記多価化合物と一緒に、分枝作用を有する高官能性アルコール成分として使
用される。
　たとえばデスモフェン２２００、デスモフェン２３００またはＶＰ ＰＵ６０ＷＢ０１
（これらは全てバイエルＡＧから入手しうる）のようなポリエステルポリオールが好適に
使用される。これらポリオールはアジピン酸とジエチレングリコールと分枝成分としての
或る種のトリメチロールプロパンとの縮合生成物である。ＶＰ ＰＵ ６０ＷＢ０１はさら
にこれを「デホッグ」すべく処理される（米国特許第５ ２８６ ７６１号参照）。
【００１０】
　本発明に適するエトキシル化ポリエーテルポリオールは、エトキシル化度が３０重量％
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より大、好ましくは５０～９５重量％（アルコキシル化の１００重量％に対し）であるよ
うな化合物を包含する。これらエトキシル化ポリエーテルポリオールは少なくとも２個の
ヒドロキシル基を有し、好ましくは２～６の官能価を有する。適する化合物はたとえば高
エトキシル化ポリエーテルジオール（二官能性化合物）、高エトキシル化ポリエーテルト
リオール、たとえばＶＰ ＰＵ ４１ＷＢ０１（４５００の平均分子量と≧７０％のエトキ
シル化度とを有する三官能性化合物）および同様な製品、並びにたとえばＶＰ ＰＵ ３７
０（３４００の平均分子量と≧８０％のエトキシル化度とを有する六官能性化合物）のよ
うな高官能性の高エトキシル化ポリエーテルポリオールを包含する。両ポリオールはバイ
エルＡＧから入手しうる。
【００１１】
　本発明に適するポリイソシアネートはたとえば脂肪族、脂環式、芳香脂肪族、芳香族お
よび複素環式のポリイソシアネート、たとえばＷ．シーフケンによりジャスタス・リービ
ッヒス・アナーレン・デル・ヘミー、第５６２巻、第７５～１３６頁に記載されたものを
包含する。適するポリイソシアネートはたとえば式
　　　　　　　　　　　　　　Ｑ（ＮＣＯ)n
〔式中、ｎは２～４、好ましくは２もしくは３の数値を示し、
Ｑは２～８個の炭素原子、好ましくは６～１０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基；
　４～１５個の炭素原子、好ましくは５～１０個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基；
　６～１５個の炭素原子、好ましくは６～１３個の炭素原子を有する芳香族炭化水素基；
　または８～１５個の炭素原子、好ましくは８～１３個の炭素原子を有する芳香脂肪族炭
　化水素基を示す〕
に対応するものを包含する。
　適するポリイソシアネートの例はたとえばＤＥ－ＯＳ ２，８３２，２５３号、第１０
～１１頁（その開示を参考のためここに引用する）に記載されたものを包含する。
【００１２】
ポリイソシアネートは産業的方法により容易に入手しうるものであることが好ましい。こ
の種の容易に入手しうるポリイソシアネートの例はたとえば２，４－および２，６－トル
イレンジイソシアネートのような化合物、並びにこれら異性体の任意の混合物（「ＴＤＩ
」）、たとえばアニリン－ホルムアルデヒド縮合に続くホスゲン化により作成されるよう
なポリフェニルポリメチレンポリイソシアネート（「粗製ＭＤＩ」）、さらにカルボジイ
ミド基、ウレタン基、アロファネート基、イソシアヌレート基，尿素基もしくはビウレッ
ト基を有するポリイソシアネート（すなわち、いわゆる「改変ポリイソシアネート」）、
特に２，４－および／または２，６－トルイレンジイソシアネートから或いは４，４－お
よび／または２，４－ジフェニルメタンジイソシアネートから誘導される改変ポリイソシ
アネートを包含する。
通常使用されるＴＤＩ異性体混合物Ｔ８０、Ｔ６５およびその混合物が特に好適である。
【００１３】
　ポリエステル－ＰＵＲフォームについて一般的である約２０～８０ｋｇ／ｍ3 の範囲の
密度を有するフォームを本発明により得ることができる。本発明のポリエステル－ＰＵＲ
フォームの密度範囲および潜在的用途は、追加発泡剤の同時使用により、たとえばノバ・
フレックス技術（ヘンネッケ／バイエルＡＧ）および関連処置による液体二酸化炭素を用
い、或いはＶＰＦ法（プレフォームＡＧ）による減圧技術または他の同様な技術により好
適に拡大することができる。しかしながら、これらポリエステル－ＰＵＲフォームは約２
５～６０ｋｇ／ｍ3 の範囲の密度を有することが特に好ましい。この密度範囲は、一方で
は水吸収容量が密度増加と共に増大しかつ他方では湿潤性（すなわちフォームの可使内表
面）がフォームの最終的連続気泡特性の程度に依存するという事実に基づき好適である。
湿潤性は一般には密度増加と共に低下する。
【００１４】
　本発明により製造されるポリエステル－ＰＵＲフォームは親水性を示す。これらフォー
ムは、乾燥フォームの全重量に対し約１０倍量の水を２０～２５秒以内に吸収することが
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できる。成分（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の合計重量に対し少なくとも約１０重量％の上
記高エトキシル化ポリエーテルポリオールを含有するポリオール混合物から作成された乾
燥フォームを水性表面上に載置すれば、フォーム試料は数秒以内に沈下する。或る種の用
途にとって極めて望ましいこの現象は、フォームマトリックスの膨潤なしに、ポリエステ
ル－ＰＵＲフォームを作成すべく使用したポリオール混合物が成分（ｂ）、（ｃ）および
（ｄ）の合計重量に対し約３０重量％までの上記高エトキシル化ポリエーテルポリオール
を含有するまで生ずる。より高比率の高エトキシル化ポリエーテルポリオールをポリエス
テル－ＰＵＲフォームを製造すべく使用するポリオール混合物に存在させれば、結果はさ
らにフォームマトリックスの認めうる膨潤となる。
【００１５】
　発泡反応を触媒するために用いうる適するアミンはポリエチレン化学の分野において公
知である慣用のアミン、たとえばＮ－メチルモルホリン、Ｎ－エチルモルホリン、トリメ
チルアミン、トリエチルアミンおよび同族のトリアルキルアミン、ジメチルピペラジン、
ジメチルベンジルアミン、Ｎ－ココモルホリンおよび他の公知のアミン活性剤、並びにこ
の種のアミンの各種混合物または尿素／アミン組合せ物を包含する。
　本発明によれば、使用するアミン触媒が所要の性質および量に基づき匂いおよび／また
は作成されるフォームの曇り（ｆｏｇｇｉｎｇ）に対しできるだけ寄与しないことが特に
好ましい。
【００１６】
　他の補助物質および／または添加剤を必要に応じフォーム処方物に添加することもでき
る。適する補助物質および／または添加剤はたとえば難燃剤、安定剤および／または分散
剤などを包含する。
　たとえばＳＥ ２３２（ＯＳＩ社から入手しうる）、ＶＰ ＡＩ ３６１３およびＶＰ Ａ
Ｉ ３６１４（バイエルＡＧから入手しうる）および／またはＢ８３００およびＢ ８３０
１（ゴールドシュミットＡＧから入手しうる）のようなシリコーン安定剤の他に、シリコ
ーンフリーの界面活性剤またはたとえば組合せ物ＥＭ／ＴＸもしくはＥＭ／ＰＵ ３２４
０（ライン・ヘミーおよびバイエルＡＧから入手しうる）またはアルコパールＮ ９０／
ゲナポールＰＦ ２０（ヘキストＡＧから入手しうる）のような界面活性剤混合物を安定
剤として使用することもできる。
　しかしながら、安定剤はたとえばＶＰ ＡＩ ３６１３、ＶＰ ＡＩ ３６１４（バイエル
ＡＧ社から入手しうる）またはＢ ８３００およびＢ ８３０１（コールドシュミットＡＧ
から入手しうる）のような近代的シリコーン安定剤であることが特に好ましい。これらの
シリコーン安定剤は微細かつ一層連続気泡のフォーム構造をもたらす。原理的に、これら
はポリシメチルシロキサンに基づく「テーラーメイド」の有機改変ポリエーテル－ポリシ
ロキサンである。これは単に次のように特性化することができる：
【化１】

など。
【００１７】
本発明の他の課題は、本発明により製造された上記親水性ポリエステル－ＰＵＲフォーム
を含む水分吸収性材料である。これら親水性フォームに基づく水分吸収性材料は、たとえ
ば家庭用および衛生用セクターのような分野にて末端用途を有する。適する末端用途の例
はスポンジ、クリーニングおよび／またはワイピング布または病院管理および家庭管理セ
クターにおける水分吸収性保持体もしくは下敷、使捨オムツにおけるライニング、または
得られる複合材料の水分吸収容量を向上させるための繊維もしくはフィルムによる火炎ラ
ミネートもしくは接着剤ラミネートのためのストリップウェアを包含する。
例として上記した用途において、追加の性質に関する要件も極めてしばしば満たさねばな



(7) JP 4350819 B2 2009.10.21

10

20

30

40

50

らない。特に連続気泡のフォーム構造は、たとえばフォームの網状化（最大気泡開口を達
成する後処理工程）により得ることができる。
【００１８】
　さらに本発明によるフォームは、たとえば布地被覆座席および背もたれのような自動車
内部仕上における好適材料として使用することもできる。
　自動車内装用途において、これら親水性フォームの実質的な追加特徴は曇り要件に対す
る順応性である。これら曇り要件は、たとえばＶＰ ＰＵ ６０ＷＢ０１（バイエルＡＧか
ら入手しうる）のような低曇り性ポリエステルポリオールを用いて満たすことができる。
　たとえばスポンジおよびワイピング布のような最終用途の他の領域において、破断点伸
び、引張強さおよび引裂拡大耐性に関する高い数値を得ることも重要な因子である。これ
ら性質に関する所望の数値は、たとえばデスモフェン２３００（バイエルＡＧから入手し
うる）をポリエステル－ポリオール成分として使用することにより達成することができる
。
　水吸収容量における顕著な増加を高エトキシル化度を有する約５重量％のポリエステル
ポリオールの存在により容易に達成しうるので、特殊なポリオールであるデスモフェン２
３００に基づく「布エステルフォーム」の高い数値をも大部分が示す親水性調整されたフ
ォームを製造することができる。
　したがって所望のフォーム特性は、広範囲に変化する限界内で、高エトキシル化ポリエ
ーテルポリオールの混合によりおよび発泡反応につき各種のポリエステルポリオールを用
いる可能性により広範囲に調整することができる。
【００１９】
【実施例】
以下、実施例により本発明の方法をさらに詳細に説明する。上記開示にて示した本発明は
、これら実施例により思想もしくは範囲のいずれにおいても限定されるものでない。当業
者は以下の手順の条件を種々改変して用いうることを容易に了解するであろう。特記しな
い限り温度は℃であり、数値データはポリオール１００部に対する重量部である。
【００２０】
フォームの製造：
以下の反応成分を公知慣用の方法およびこの目的につき通常使用される機械的装置により
反応させた。
本発明により使用される処理装置の詳細はたとえばポリウレタン・ハンドブック、カール
・ハンサー・フェアラーク、ミュンヘン／ウイーン、ニューヨーク、第２版（１９９３）
、ギュンター・エルテル編集、第１７７～２０２頁に示されている。
各反応成分を特定の処方に従い強力混合し、次いで反応させた。
【００２１】
実施例１：
９０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　６０ＷＢ０１（６０のＯＨ価を有する低曇り性ポリエステル
ポリオール、バイエルＡＧ社から入手しうる）
１０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（＞７０％のエトキシル化度と３７のＯＨ価と
を有する三官能性ポリエーテルポリオール；バイエルＡＧ社から入手しうる）
４．０重量部：　水
０．２５重量部：　ナイアックスＡ３０（アミン触媒；ＯＳＩ社から入手しうる）
０．２５重量部：　ＲＣ－Ａ１１７（アミン触媒；ライン－ヘミー社、マンハイムから入
手しうる）
２．０重量部：　ＶＰ　ＡＩ３６１３（安定剤；バイエルＡＧから入手しうる）
２３．８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０（８０重量％の２，４－ＴＤＩと
２０重量％の２，６－ＴＤＩとの混合物）
２３．８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５（６５重量％の２，４－ＴＤＩと
３５重量％の２，６－ＴＤＩとの混合物）
【００２２】
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実施例２：
９０重量部：　ＤＥ　２３００（５０のＯＨ価を有するポリエステルポリオール；バイエ
ルＡＧから市販入手しうる）
１０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　３１７０（＞８０％のエトキシル化度と１００のＯＨ価とを
有する六官能性ポリエーテルポリオール；バイエルＡＧ社から入手しうる）
３．０重量部：　水
０．２重量部：　ナイアックスＡ３０（アミン触媒；ＯＳＩ社から入手しうる）
０．２重量部：　ＲＣ－Ａ１１７（アミン触媒；ライン－ヘミー社、マンハイムから入手
しうる）
１．８重量部：　ＶＰ　ＡＩ３６１３（安定剤、バイエルＡＧから入手しうる）
１８．８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０
１８．８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５
【００２３】
実施例３：
８０重量部：　ＤＥ　２２００（６０のＯＨ価を有する標準的ポリエステルポリオール；
バイエルＡＧから入手しうる）
２０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテルポリオー
ル；バイエルＡＧから入手しうる）
５．０重量部：　水
１．２重量部：　ＫＳＴ　１００（アミン触媒；ゴールドシュミットＡＧから入手しうる
）
２．０重量部：　ＶＰ　ＡＩ３６１３（安定剤；バイエルＡＧから入手しうる）
２８．５重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０
２８．５重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５
【００２４】
実施例４：
５０重量部：　ＤＥ　２３００（５０のＯＨ価を有するポリエステルポリオール；バイエ
ルＡＧから入手しうる）
５０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテルポリオー
ル；バイエルＡＧから入手しうる）
３．０重量部：　水
０．２重量部：　ナイアックスＡ３０（アミン触媒；ＯＳＩ社から入手しうる）
０．２重量部：　ＲＣ－Ａ１１７（アミン触媒；ライン－ヘミー社、マンハイムから入手
しうる）
１．５重量部：　ＳＥ２３２（シリコーン安定剤；ＯＳＩ社から入手しうる）
１８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０
１８重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５
【００２５】
実施例５：
２０重量部：　ＤＥ　２２００（６０のＯＨ価を有するポリエステルポリオール；バイエ
ルＡＧから入手しうる）
８０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテルポリオー
ル；バイエルＡＧから入手しうる）
２．０重量部：　水
０．２重量部：　ナイアックスＡ３０（アミン触媒；ＯＳＩ社から入手しうる）
０．２重量部：　ＲＣ－Ａ１１７（アミン触媒；ライン－ヘミー社、マンハイムから入手
しうる）
１．５重量部：　Ｂ８３００（シリコーン安定剤；ゴールドシュミットＡＧから入手しう
る）
２５．６重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５
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【００２６】
実施例６：
８０重量部：　ＤＥ　２３００（５０のＯＨ価を有するポリエステルポリオール；バイエ
ルＡＧから入手しうる）
２０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテルポリオー
ル；バイエルＡＧから入手しうる）
３．０重量部：　水
１．０重量部：　ＫＳＴ　１００（アミン触媒；ゴールドシュミットＡＧから入手しうる
）
２．０重量部：　ＶＰ　ＡＩ　３６１４（安定剤；バイエルＡＧから入手しうる）
３．０重量部：　９０％のＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテ
ルポリオール；バイエルＡＧから入手しうる）と１０％のロキシオールＧ２０（ステアリ
ン酸；デヒダグ社、デュッセルドルフから入手しうる）とよりなるスポンジペースト
１９．３重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０
１９．３重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ６５
【００２７】
実施例７：
９０重量部：　ＤＥ　２３００（５０のＯＨ価を有するポリエステルポリオール；バイエ
ルＡＧから入手しうる）
１０重量部：　ＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテルポリオー
ル；バイエルＡＧから入手しうる）
３．０重量部：　水
０．２重量部：　ナイアックスＡ３０（アミン触媒；ＯＳＩ社から入手しうる）
０．２重量部：　ＲＣ－Ａ１１７（アミン触媒；ライン－ヘミー社、マンハイムから入手
しうる）
２．０重量部：　分散剤ＥＭ（ライン－ヘミー社、マンハイムから入手しうる）
１．０重量部：　添加剤ＶＰ　ＰＵ　３２４０（バイエルＡＧから入手しうる）
４．０重量部：　９０％のＶＰ　ＰＵ　４１ＷＢ０１（３７のＯＨ価を有するポリエーテ
ルポリオール；バイエルＡＧから入手しうる）と１０％のロキシオールＧ２０（ステアリ
ン酸；デヒダグ社、デュッセルドルフから入手しうる）とよりなるスポンジペースト
３８．０重量部：　トルイレンジイソシアネートＴ８０
【００２８】
得られたフォームの親水特性の決定：
　親水特性を評価するため各実施例に特定したフォームを標準的エステルフォームに対す
る用途特異性シミュレーション試験により試験した。標準的エステルフォームの処方は次
の通りとした：
　１００重量部：デスモフェン２３００
　３．０重量部：水
　１．０重量部：ＡＩ ３６１３
　０．２重量部：ナイアックスＡ３０
　０．２重量部：ＲＣ Ａ１１７
３６．８重量部：トルイレンジイソシアネートＴ８０
【００２９】
　試験を次のように行った：
１．乾燥フォームを水性表面上に載置すると、実施例１～７にしたがって作成した親水性
フォームは２５秒以内に水中で完全に沈下した。これと比較し、標準的フォームは水の表
面にて１時間以上にわたり浮遊した。殆ど水を除去した湿潤フォーム（上記実施例１～７
により作成）を水の表面上に載置した場合、親水性フォームは２秒以内で沈下した。しか
しながら、標準的フォームは濡れた場合、水の表面上で１時間以上にわたり浮遊した。
２．乾燥フォーム表面に対し洗浄瓶を用いて水滴を施した。本発明により作成された親水
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性調整フォームは水滴を直接に吸収した。しかしながら、標準的ポリエステルフォームの
場合は、水滴がその球状を保持した。
３．ワイピング試験：
　水滴を卓上にたらし、卓上を本発明により作成された親水性フォームで拭った場合、水
滴が直接に吸収された。しかしながら、標準的ポリエステルフォームを用いて卓上を拭っ
た場合、水滴がこのフォームにより吸収される前に卓上を数回拭う必要があった。
【００３０】
以上、本発明を例示の目的で詳細に説明したが、この詳細は単に例示の目的に過ぎず、本
発明の思想および範囲を逸脱することなく種々の改変をなしうることが当業者には了解さ
れよう。
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